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カ ドミウムなどの重金属は､もちろん植物にとっても基本的には有害である｡ しかし､ -口に ｢有













割 に当たる｡ なお日本では､主食であることから米からのカ ドミウム摂取は､食品からの全カ ドミウ
ム摂取量の約2分の1にも相当する｡
参考までに国際基準例がどうなっているかを見ると､予備的な段階では､米 1kg当たりに含まれる













































型的なものは膜を10数回も貫通している蛋白質で､その一方に ABCの部分 (ヌクレオチ ド結合領
域とも言われる)を有している｡ この構造において､左半分と右半分が互いに類似 しているため､ち
ょうどユニットが2つタンデムに並んだようになっている｡ この膜貫通領域が束のように集まり､膜
を通 して物質を運ぶ役割を果たしていると考えられている｡ 輸送のモデルを図2の上に示 した｡細胞








う現象である｡ この場合の ABC トランスポータは癌治療を妨げる ｢悪役｣ になっているが､多くの
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